
目 的 ：福井県長期ビジョンや県の行う施策等について、広く県民の意見を継続的に把握し、

ビジョンの実現や、政策の立案等に反映させる。（令和元年から実施し今回で４回目）

対 象 ：県内に居住する満18歳以上の3,000人

（住民基本台帳から市町の人口割で無作為抽出）

期 間 ：令和４年10月28日～令和４年11月18日

方 法 ：郵送による調査票配布回収およびWEBによる回答回収

有効回答数：1,571（有効回答率 52.37%）うちWEBによる回答 365

回答数 男性 女性 そのほか 未記入

18～19歳 22 10 12 0 0

20歳代 78 34 43 1 0

30歳代 152 64 88 0 0

40歳代 233 93 140 0 0

50歳代 251 104 147 0 0

60歳代 325 148 177 0 0

70歳代以上 496 236 260 0 0
未記入・無効等 14 3 6 0 5

計 1,571 692 873 1 5

令和４年度 県民アンケートの概要および主な結果

回答内訳
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問 令和６年春に北陸新幹線の福井・敦賀開業が予定されています。あなたは福井県内に新幹線が開業することについて、どのように感じますか。

新幹線開業への期待度
・新幹線開業への期待度について「とても期待している」、「どちらかといえば期待している」と回答した割合は
７４．３％であり、昨年度より１．４％ポイント高くなった。

・年代別にみると、１８歳～２９歳までの若い年代で「とても期待している」、「どちらかといえば期待している」と
回答した割合が８３．０％と特に高くなっており、昨年度と比較しても６．９ポイント高くなった。
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新幹線開業に期待すること
・「観光地やまちなかのにぎわいが増える（６８.７％）」「県外へ旅行に行きやすくなる（６４ . ８％）」「ビジネス
交流が活発化する（３２ . ５％）」への期待が高い。

・昨年度と比較すると、「観光地やまちなかのにぎわいが増える 」が、３．０ポイント高くなり、昨年度最も高かった
「県外へ旅行に行きやすくなる」を上回る結果となった。

・年代別に見ると６０歳以上では、「観光地やまちなかのにぎわいが増える （７２ . １％）」が最も高く、
一方で１８歳～２９歳では「県外へ旅行に行きやすくなる（７２.３％）」が最も高かった。

問 あなたが新幹線開業に期待するのはどのような部分でしょうか。
（前問にて、「とても期待している」「どちらかといえば期待している」と答えた方にのみ質問）
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観光地やまちなかのにぎわいが増える

県外へ旅行に行きやすくなる

ビジネス交流が活発化する

買い物・飲食施設が増える

インフラ整備が進展する

経済の好循環（賃金上昇等）が起こる

若者など交流人口が増える

文化・スポーツが振興する

進学先の選択肢が増える

その他

未記入・無効等

全体 18歳～29歳 30歳～59歳 60歳以上

全体 68.7％
（R3 65.7％）

全体 64.8％
（R3 68.9％）

２



３

問 あなたは、子育てについてどのようなイメージを持っていますか。

子育てイメージ
・子育てイメージについて、２０歳～４９歳の方で、「楽しみや喜び」と回答した割合は５２．０％であり、昨年度
より６．２ポイント高くなった。

・特に女性でみると、「楽しみや喜び」と回答した割合が１０．７ポイント高くなった。
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４

DX活用分野
・デジタル技術の活用について、「防災分野」と回答した割合が５５．５％と最も高く、次いで「医療分野」が５５．２％
であった。

・前回調査した令和２年度と比較すると、「交通分野（＋１０．２ポイント）」や「通信基盤（＋６．８ポイント）」「農
林水産分野（＋６．６ポイント）」での活用を進めるべきという回答が特に増えている。

問 デジタル技術を用いて県民の生活をより良いものにするため、あなたはどの分野にデジタル技術が活用されていくべきだと思いますか。
当てはまるものをいくつでも選んで○をつけてください。
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暮らしの満足度

問 あなたは自分が福井県に暮らしてきて良かったと思っていますか。

・「暮らしてきてよかった」「どちらかといえば暮らしてきてよかった」と回答した割合は合わせて８３．８％と依然
高い評価で、８０％以上を維持している。

・特に、６０歳以上が８７．５％と最も高く、１８歳～２９歳は８３．０％（Ｒ３：７６．９％）と昨年度と比べ６．１
ポイント高くなった。
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